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電波障害自主規制 届出装置の記述

高調波自主規制 届出装置の記述

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス A 情報技術
装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合は適切
な対策を講ずるよう要求されることがあります。

この装置は、「高調波ガイドライン適合品」です。
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特記事項

本書において、日本では発表されていないIBM製品（機械およびプログラム）、プログラミン
グまたはサービスについて言及または説明する場合があります。しかし、このことは、弊社が
このようなIBM製品、プログラミングまたはサービスを、日本で発表する意図があることを必
ずしも示すものではありません。本書で、IBMライセンス・プログラムまたは他のIBM製品に
言及している部分があっても、このことは当該プログラムまたは製品のみが使用可能であるこ
とを意味するものではありません。これらのプログラムまたは製品に代えて、IBMの知的所有
権を侵害することのない機能的に同等な他社のプログラム、製品またはサービスを使用するこ
とができます。ただし、IBMによって明示的に指定されたものを除き、これらのプログラムま
たは製品に関連する稼働の評価および検証はお客様の責任で行っていただきます。

IBMおよび他社は、本書で説明する主題に関する特許権（特許出願を含む）商標権、または著
作権を所有している場合があります。本書は、これらの特許権、商標権、および著作権につい
て、本書で明示されている場合を除き、実施権、使用権等を許諾することを意味するものでは
ありません。実施権、使用権等の許諾については、下記の宛先に、書面にてご照会ください。

〒106 東京都港区六本木3丁目2-31
AP事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing

西暦 2000 年対応について

製品の西暦 2000 年対応 (Year 2000 Ready) とは、その製品を関連資料にしたがって使用し
た場合に、20 世紀から 21 世紀にわたる日付データの処理、引き渡し、または受け取りが正し
く行われることをいいます。ただし、その製品とともに使用されるすべての製品 (例えば、ハ
ードウェア、ソフトウェアおよびファームウェア) が正確な日付データをその製品と正しく交
換できることが条件となります。

この IBM 製のパーソナル・コンピューターは、西暦 2000 年対応の製品です。ただし、西暦
2000 年になる時に、このコンピューターの電源が立ち上がっている場合、一度電源を落し、再
度立ち上げするか、オペレーティング・システムを再起動してください。これにより、このコ
ンピューターの内部クロックがリセットされます。

なお、お客様が、西暦 2000 年対応でないソフトウェアを使用される場合、または、処理する
データが西暦 2000 年対応でない場合には、この IBM パーソナル・コンピューターは、正し
く日付データを処理することはできません。なお、この製品の西暦 2000 年対応状況について
のご説明は、ハードウェア製品のみに適用されるものであり、ハードウェアとともに提供され
るソフトウェアの対応状況を示すものではありません。IBM は、他社製ソフトウェアの日付処
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理について責任を負いません。他社製ソフトウェアの日付処理、その制約または更新版につい
ては、他社製ソフトウェアの提供元にお問い合わせください。

西暦 2000 年の概要および IBM 製のパーソナル・コンピューターの 2000 年対応状況につい
ては、IBM Year 2000 Web サイト (http://www.ibm.co.jp/ad2000) でご覧いただくこと
ができます。お客様の西暦 2000 年対応作業をご支援するための情報およびツールが含まれて
おり、情報は必要に応じ更新されます。

商標

以下の用語は、米国およびその他の国々における IBM 社の商標です。

 

Lotus および Domino は Lotus Development Corporationの商標または登録商標です。

Oracle、Oracle8 およびOracle Web Appication Server は Oracle Corporation の商標ま
たは登録商標です。

Intel、MMX Pentium および Pentium III Xeon は Intel Corporationの商標または登録商
標です。

Microsoft、Windows、および Windows NT はMicrosoft Corporation の商標または登録
商標です。

Netware および Novell は Novell, Incorporated の商標または登録商標です。

UNIX は X/Openカンパニ-リミテッドがライセンスしている米国ならびに他の国における登
録商標です。

SCO および UnixWare は The Santa Cruz Operation, Inc.の登録商標です。

他の会社、製品、およびサービス名は、他の商標、またはサービス・マークでありえます。

DB2 OS/2
HelpCenter Predictive Failure Analysis
HelpWare ServeRAID
IBM ServerGuide
IntelliStation ServerProven
Netfinity Advanced System Management SurePath
Netfinity ThinkPad
Netfinity Manager ValuePoint
Update Connector
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重要な情報

プロセッサー・スピードはマイクロプロセッサーの内部クロックを示しています； 他の要因も
アプリケーションのパーフォーマンスに影響します。

ハード・ディスク・ドライブの容量を示す場合は、1 GB は 1000000 バイトを意味します。ユ
ーザーがアクセスできる合計容量は、操作環境によって異なる場合があります。

ハード・ディスク・ドライブの最大容量は、標準のハード・ディスクドライブおよび現時点で
IBM が提供する最大のドライブとの交換を前提にしています。

とくに言及しないかぎり、IBM は非 IBM 製品に対して代理または保証を行いません。

  特記事項 vii
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安全に正しくお使いいただくために

本製品を安全に正しくご使用いただくために、このマニュアルには安全表示が記述されていま
す。このマニュアルを保管して、必要に応じて参照してください。

絵表示について

本製品を正しくご使用いただいて、あなたやほかの人々への危害や財産への損害を未然に防止
するために、このマニュアルおよび本製品への安全表示については、以下の絵表示をしていま
す。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性がある危険が存在する内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可
能性が想定される内容または物的損害の発生が想定される内容を
示しています。

危険/注意ラベルの表示について

本製品の外部または内部に黄色地に黒文字で表示されているラベルがあるときは、安全上に関
しての危険または注意ラベルです。必ず表示の指示に従ってください。
このマニュアルに記述されている以外に、危険または注意ラベルによる表示があるときは（た
とえば製品上）、必ずそのラベルの表示による指示に従ってください。
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� この機器の中にある電源のカバーは開けないでください。内部には高電圧部分があり危険
です。

� この機器を改造しないでください。火災、感電のおそれがあります。

� CD-ROM ドライブのカバーを開けないでください。「レーザーの安全性について」をお
読みください。

� 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。タコ足配線をしないでくださ
い。火災、感電のおそれがあります。

� 付属の電源コード以外は使用しないでください。また、付属の電源コードをほかの機器に
は使用しないでください。火災、感電のおそれがあります。

� 電源スイッチやその他の制御部分をぬらさないでください。湿気があるとこれらの部品は
壊れることがあり、電気による危険を招くことがあります。

� ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。

� 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重い物を載せ
たり、引っ張ったり、無理に曲げたりすると電源コードを破損し、火災、感電のおそれが
あります。

� コンピューターの構成に電話ケーブル接続、通信ケーブル接続、およびテレビのアンテナ
線接続が含まれている場合、付近に雷が発生しているときは、それらのケーブルに触れな
いようにしてください。

� 万一、発熱していたり、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態のまま使用する
と、火災、感電のおそれがあります。すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから必
ず抜いて、販売店または保守サービス会社にご連絡ください。

� 万一、異物（金属片、水、液体）が機器の内部に入ったときは、すぐに本体の電源を切
り、電源プラグをコンセントから必ず抜いて、販売店または保守サービス会社にご連絡く
ださい。そのまま使用すると火災、感電のおそれがあります。
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� 電池について
本製品には、システム・ボード上にリチウム電池が使用されています。
電池の交換方法や取り扱いを誤ると、発熱、発火、破裂のおそれがあります。電池の交換
には、IBM部品番号33F8354の電池またはメーカー推奨の同等の電池を使用してくださ
い。
交換用電池の購入については、お買い求めの販売店または弊社の営業担当までお問い合わ
せください。
電池は幼児の手の届かない所に置いてください。万一、幼児が電池を飲み込んだときは、
直ちに医師に相談してください。
以下の行為は絶対にしないでください。
－ 水にぬらすこと
－ 100° C以上の過熱や焼却
－ 分解や充電
－ ショート
電池を廃棄する場合、および保存する場合にはテープなどで絶縁してください。他の金属
や電池と混ざると発火、破裂の原因となります。電池は地方自治体の条例、または規則に
従って廃棄してください。ごみ廃棄場で処分されるごみの中に捨てないでください。

  安全に正しくお使いいただくために xi



� ケーブル類の取り付け、取り外し順序。

電源コード、電話ケーブル、通信ケーブルからの電流は身体に危険を及ぼします。設置、
移動、または製品のカバーを開けたり装置を接続したりするときには、以下のようにケー
ブルの接続、取り外しを行ってください。

す べ て の 電 源 を 切 る 。 す べ て の 電 源 を 切 る 。

取 り 外 す に は

装 置 の 電 源 を 入 れ る 。

接 続 す る に は

次 に 、 通 信 ケ ー ブ ル を コ ネ ク タ ー に

そ の 後 、 電 源 コ ン セ ン ト に

ま ず 、 電 源 コ ン セ ン ト か らま ず 、 装 置 に

次 に 、 通 信 ケ ー ブ ル を コ ネ ク タ ー か ら

そ の 後 、 装 置 か ら

完 了

注

電話ケーブル、通信ケーブルまたはテレビのアンテナ線を接続する製品は、雷の発生時に
はケーブルの取り外しはしないでください。
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� 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、火
災、感電の原因となることがあります。（必ずプラグを持って抜いてください。）

� 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災、感電の原因となることがありま
す。

� この機器の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の
原因となることがあります。

� 本体を持ち上げたり、配置を変えたり、移動したりするときは、思わぬ怪我をしないよう
に注意してください。重すぎるときは、ほかの人の応援を頼んでください。

� 長期間使用しないときは、電源プラグをACコンセントから抜いておいてください。

� 「電源電圧選択スイッチ」は、正しい位置にセットされていなければなりません。このス
イッチが正しくセットされていないと、コンピューターを損傷することがあります。
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